
学校 8月  27日（木）実施　　

○ ○

〇

「振り返りの視点（キーワード等）」を提示し
た授業を毎単元実施できたと回答した授業
者は７５％であった。

自分で学力の改善ができるための視点・手
がかりなどを生徒の状況に応じて与えるよ
うにする。

○

〇

単元計画にキーワードを用いた振り返り時
間を明示し、ポートフォリオ等で成長を可視
化することができたと回答した授業者は７
５％であった。

積み上がっていく様子が目に見えるふり返
りシートなどを作成するよう工夫を重ねてい
く。

家

庭

○ ○

〇

各学年で決められた時間（自学ＫＳ９０）に
集中して取り組むよう、家庭で声かけがで
きた保護者は６９％であった。

保護者会や通信などでくり返し呼びかけを
行う。

地

域

○ ○

○ ○

〇

学期に1回以上の情報モラルに関する授業
を行うことができた。ICT担当の主導のも
と、各学年の実情に応じた授業を行った。
また、道徳や朝の会・帰りの会で折に触れ
て話をした。

今後も学期に1回の情報モラルの授業を行う。
出前授業の活用を予定している。
2学期はNTT系（docomo)の方、3学期はスクー
ルロイヤーを呼ぶ予定である。

○ ○

家

庭

○ ○

〇

会話できている家庭は一定するいるが、で
きていない家庭の割合も高いように感じ
る。

保護者会や通信などでくり返し呼びかけを
行う。

地

域

○ ○

〇

1年生の俳句教室、2年生の玖珠美山高校
生によるトマトの苗植え・「大分ミライ×シゴ
ト探究プロジェクト」、3年生は進路学習の
一環で地域の高校の先生や生徒にお越し
いただくなどにおいて、ゲストティーチャー
を招聘した。

引き続き２学期も職場体験や職業講話の
取組みで協力要請する。

○ ○

〇

学級担任（副担任）は、毎週１回、短時間人
間関係づくりプログラムを実施するの実施
率は１００％だった。

人間関係プログラムの取組を内容を工夫たり、
生徒の実態を考慮して継続していく。

○ ○

〇

「授業者は、単元に１回以上、生徒がICT等
を使って考えを交流する場面を設定する。」
の肯定率（3，4評価）は５６．２％だった。

日常の授業より交流の場面を仕組み、学び合い
のよさを意識して取り組む。

家

庭

○ ○

〇

保護者は、各自の家庭内での役割分担を
明確にし、協力体制を構築するの肯定率は
６３．５％だった。

保護者には通信や懇談会で、生徒には学活で
家庭での役割や貢献の大切さについて話をっし
ていく。。

地

域

○ ○

〇

社会福祉協議会から依頼のあったボラン
ティアの呼びかけを行い、チラシを配布し
た。

２学期以降も地域のボランティア活動を紹介し
参加を促していく。

◯ ◯ 校長会を受けての３役会、週１回の運営委
員会を開催し、事前に提案内容を配布する
ことで会議の時間短縮を図った。

運営委員会の提案で協議が必要なもの、
連絡のみのものを分類することで時間短縮
を図る。

毎月第４水曜日のノー残業デーの取り組み
を確実に実行する。

◯ ◯ 期末考査を３日間とし、職員連絡会をテスト
のない日にずらすことで年休が取りやすい
ようにした。１学期中に計画年休を２回取得
できた割合が６１．９％

定期考査のに年休取得できるように、職員
間で配慮する。
TODOリストを作成し、タイムマネージメント
を行う。

〇 〇 R７年度１学期超勤時間の月平均４5時間５
３分
R８年度１学期超勤時間の月平均４８時間１
６分
月２時間２３分増（５．２％増）

公務パソコン、クロムブックのデータの活
用、連絡会において協議するのも、連絡の
みのものなど分類することで時間の短縮を
図る。

（評価　４：１００％以上　　３：８０％以上１００％未満　　２：６０％以上８０％未満　　１：６０％未満　　※％は達成率）

・「働き方改革の推進」については、評価が低い状況を踏まえ、重点的な取組が必要で
ある。教職員一人当たりの時間外勤務が他自治体と比較して突出していないか客観
的に検証するとともに、土・日の部活動に伴う振替取得の確実な実施と管理を徹底す
る必要がある。また、ノー残業デーについては、管理職が率先して退勤するだけでな
く、全職員の定時退勤を促し、見届ける姿勢を求めたい。
・超過勤務については、どこに課題があるのか検証し、抜本的な対策が必要と考え
る。個々の取組だけでは改善しないのではないか。

②「１学期中に計画年休を２回取得
できた」割合を70％以上。

計画年休の取得（学期中に
最低２回取得する）

定期考査期間と職員連絡会の日程
調整を行い、年休取得を促進する。

情報共有を確実に行う。 連絡情報のデジタル化を進め、各種
会議の効率化を図り、超勤時間を前
年度超勤時間比５％削減。

３役会・運営委員会を週１回開催し、
そこで職員連絡会や職員会議や職
員連絡会の内容について確認する。
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①月平均４０時間以内に在校超過勤務時
間を抑えられたという肯定的回答をする職
員の割合が４０％
→達成率５７．１％（４０／７０）

②「１学期中に計画年休を２回取得できた」
割合が６１．９％
→達成率８８．４％（６１．９／７０）

①と②を合わせた達成率
　　７２．８％　（（５７．１＋８８．４）／２）

①57.1％

②88.4％
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○ 学期末職員アンケートにおいて　　①
月平均４０時間以内に在校超過勤務
時間を抑えられたという肯定的回答
をする職員の割合を７０％以上。

学

校

等

職員会議を学期に１回（年
度当初を除く）にし、内容を
精選することで放課後の時
間を確保する。

菊池
大野
岡松
河上
小幡
日野

①「ICT等を活用した交流により、考えが広
がった」の肯定率（3，4評価）９５．８％
→達成率１３６．９％（９５．８／７０）

全員が取り組んだことで、「考えが広がっ
た」という生徒が大幅に増えた。

②「授業者は、単元に１回以上、生徒がICT
等を使って考えを交流する場面を設定す
る。」の肯定率（3，4評価）５６．３％
→達成率７０．４％（５６．３／８０）

①と②を合わせた達成率
　　１０３．７％　（（１３６．９＋７０．４）／２）

①136.9％

②70.4％

4

・達成指標に対する生徒と教職員の回答に大きな隔たりが見られ、両者の意識差が
明確となっている。今後は、その要因を検証し、改善する必要がある。また、地域ボラ
ンティア活動については、一部に参加意識や取組姿勢が十分でない状況も見られるこ
とから、単なる行事参加にとどめず、地域の一員として責任を持って行動する意識や、
感謝・貢献の心を育む指導を一層徹底する必要がある。
・交流する場面設定56.2%。授業者が設定できないのは何故なのか。高める手立てを
検討すべきでは。
・ボランティア活動に参加している生徒は地域とのつながりも感じられまた、地域も元
気をもらっていると思います。地域の一員としての役割が今後の将来へのヒントになれ
ば嬉しいです。

【教職員調査】
学期末アンケート項目「授業者は、
単元に１回以上、生徒がICT等を
使って考えを交流する場面を設定す
る。」の肯定率（3，4評価）80％以
上。

協働的な学びの実施 授業者は、単元に１回以上、生徒が
ICTを使って考えを交流する場面を
設定する。

家庭内協力体制の構築 保護者は、各自の家庭内での役割分
担を明確にし、協力体制を構築する。
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○ 【生徒調査】
学期末アンケート項目「ICT等を活
用した交流により、考えが広がった」
の肯定率（3，4評価）70％以上。

学

校

良好な人間関係の構築 学級担任（副担任）は、毎週１回、短
時間人間関係づくりプログラムを実
施する。

地域ボランティア活動の推
進

地域は、地域で行われているイベント
やボランティア活動への中学生の積
極的参加を呼びかける。

【生徒調査】
①「自主ルール（22時以降使用禁止）を遵
守している」の肯定的評価（3・4評価）は７
３．７％であり、達成率は８１．８％（７３．７/
９０）指標をクリアすることはできなかった。

【保護者調査】
②期末アンケート項目「家庭内でニュース
や新聞記事を題材に週1回以上会話してい
る」の肯定率価（3・4評価）は７８．６％であ
り、達成率は９８．２％（７８．６/８０）指標を
クリアすることはできなかった。

①と②を合わせた達成率
　　９０％（（８１．８＋９８．２）／２）

どちらの調査も２評価「あまりそう思わな
い」の割合が多い。今後、その割合を3評価
もしくは4評価に上げることが課題である。

①81.8％

②98.2％
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・家庭学習の充実も重要であることから、保護者を対象とした学習支援に関する研修
会等の開催を検討してはどうか。また、「ここのえ学園基本計画」に掲げる「ここのえ
学」の理念を踏まえ、探究学習（総合的な学習の時間）を通じて、地域を題材に自ら考
え、判断し、表現する力を育む取組の充実を期待したい。
・家庭での会話については、保護者からの積極的な取り組みが大事だと思います。

親子ディスカッション ニュースや新聞記事を題材に、社会
で起きている様々な出来事について
会話する。

ここのえ学への協力
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○ 【生徒調査】
学期末アンケート項目「自主ルール
（22時以降使用禁止）を遵守してい
る」の肯定率（3，4評価）を90％以
上。

学

校

メディアリテラシー教育の充
実

授業者は、SNSやインターネットを活
用した情報発信の際の注意点や、情
報セキュリティについて、学期に１回
は情報モラルに関する授業を行う。

【保護者調査】
学期末アンケート項目「家庭内で
ニュースや新聞記事を題材に週1回
以上会話している」の肯定率（3，4
評価）を80％以上。

地域は、ゲストティーチャーとして授
業や体験活動・探求活動に対して、
学校の要請に基づいて積極的に協
力する。
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髙村
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國廣
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○ 【生徒調査】
学期末アンケート項目「振り返りを活
用して自分の学びを改善できてい
る」の肯定率（3，4評価）を75％以
上。 学

校

【教職員調査】
学期末アンケート項目「振り返りを行
わせる際に、視点を提示した授業を
毎単元で行った」の肯定率（3，4評
価）80％以上。

河津
深瀬
三重野
岡
矢野
五條

①学期末アンケート「振り返りを活用して自
分の学びを改善できている」の項目で、生
徒の肯定率（３，４評価）は９４．２％であっ
た。
→達成率１２５．６％（９４．２／７５）

②学期末アンケート「振り返りを行わせる際
に、視点を提示した授業を毎単元で行っ
た」の項目で。教職員の肯定率（３，４評価）
は７５％であった。
→達成率９３．８％（７５／８０）

①と②を合わせた達成率
　　１０９．７％　（（１２５．６＋９３．８）／２）

①125.6％

②93.8％

4

・達成指標に対して高い水準を維持しており、基礎的・基本的な学力の定着に一定の
成果が認められる。一方、生徒・保護者アンケートからは、家庭学習の時間確保が十
分でない状況が見られる。スマートフォンやタブレット端末等による「ながら勉強」も一
因と考えられることから、家庭との連携を図りながら、学習時間の確保と集中して学習
に取り組む習慣の定着に向けた取組を進める必要がある。
・取組指標が75%、69%。教員の取組は充分と言えるのか。その要因は何か。取組を組
織的なものへと高める手立てを検討すべきでは？
・「振り返りを活用して自分の学びを改善できている」で成果が認められているようなの
で、家庭学習と上手く結びつけられると（自学KS90）の達成につながらないでしょうか。

・単元計画にキーワードを用いた振
り返り時間を明示し、ポートフォリオ
等で成長を可視化する。

家庭学習の習慣化 保護者は、各学年で決められた時間
（自学KS90）に集中して取り組むよ
う、家庭で声かけを行う。

振り返りの質の向上と可視
化の推進。

授業者は、「振り返りの視点（キー
ワード等）」を提示した授業を毎単元
実施する。

学校関係者評価【育成を目指す資質・能力】 ①課題発見・解決能力　　　②人間関係形成能力
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取組指標の検証 達成指標の検証
達成率
（％）

重点目標
に対する

評価
改善策

今後の具体的な取り組み
重点目標 達成指標 重点的取組 取組指標 担当

令和８年度　学校評価の４点セット整理票（九重町） 1学期最終稿

九重町立ここのえ緑陽中 令和８年　　８月　　２７日

【学校の教育目標】　 自立貢献 資質・能力
との関連

学校自己評価


